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確 認 問 題

1 右の図のように，マッチ棒を並べて正三角形をつくっていく。
　　正三角形をn個つくるには，マッチ棒は何本必要か。
　　　
  

2 右の図のように，奇数を 1から順に， 4つずつ並べていく。
　　このとき，n行目の最初の数をnを使った式で表しなさい。
　　

□

□ 1行目　 1　 3　 5　 7

2行目　 9　11　13　15

3行目　17　19　21　23

4行目　25　27　29　31

………　…　…　…　…

例題 　次の数量の関係を等式で表しなさい。
⑴　 xと 3の和の 2倍は， yから 5をひいた数と等しい。
⑵　 a kg の荷物 2個と b kg の荷物 5個の合計の重さは， c kg である。

解法 　⑴　 xと 3の和の 2倍は，2(x＋3)， yから 5をひいた数は，y－5

　　この 2つの数が等しいから，等号を使って表すと，2(x＋3)＝y－5

⑵　 a kg の荷物 2個では 2a kg， b kg の荷物 5個では 5b kg

　　これらの合計の重さが c kg だから，等号を使って表すと，2a＋5b＝c

答 　⑴　2(x＋3)＝y－5　　⑵　2a＋5b＝c

　6a＝3b＋20
左辺 右辺

両辺

①　図形や数の規則性を文字を使って一般化することを学ぶ。
②　等号を使って数量の間の関係を表すことを学ぶ。
③　不等号を使って数量の間の関係を表すことを学ぶ。

例題 　右の図のように，マッチ棒を並べて正方形をつくっていく。
次の問いに答えなさい。
⑴　正方形を 6個つくるとき，マッチ棒は何本必要か。
⑵　正方形をn個つくるとき，マッチ棒は何本必要か。

解法 　⑴　右の図のように考えると， 3本のマッチ
棒でできたコの字形の組が 6組できるから，
必要なマッチ棒の本数は，
　1＋3×6＝19(本)

⑵　マッチ棒を 3本増やすごとに正方形が 1個できるという規則性があるから，必要なマッチ棒の本数は，
　1＋3×n＝3n＋1(本)

答 　⑴　19本　　⑵　(3n＋1)本

3本 3本 3本

6組

3本 3本 3本

●等式…数量の間の関係を等号（＝）を使って表した式を等式という。
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確 認 問 題

3 次の数量の関係を等式で表しなさい。
□⑴　 1冊 a円のノートを 5冊買ったときの代金が b円であった。

 

□⑵　 1個150円のりんご x個を買って1000円払ったら， y円のおつりがきた。

□⑶　兄の身長 a cm は，弟の身長 b cm の 2倍より 20 cm 低い。

例題 　次の数量の関係を不等式で表しなさい。
　　　　⑴　 xは 8以上である。　　　　　　　⑵　 aと bの和は，10 未満である。
解法 　⑴　以上はその数もふくむから，≧を使って，x≧8  となる。
　　　　⑵　未満はその数をふくまないから，＜を使って，a＋b＜10  となる。
答 　⑴　x≧8　　⑵　a＋b＜10

確 認 問 題

4 次の数量の関係を不等式で表しなさい。
□⑴　 xは 4以下である。 □⑵　 xは －3 以上である。

  

□⑶　 aは 0より大きい。 □⑷　 yは 
1
2

 未満である。

  

□⑸　 xと yの和は， 5より小さい。 □⑹　 aから bをひくと， c以下である。

  

5 次の数量の関係を不等式で表しなさい。
□⑴　 1本50円の鉛筆 a本と 1冊80円のノート b冊の代金の合計は，500円以上である。

  

□⑵　 x m の道のりを毎分 y m の速さで歩くと，かかる時間は，30分未満である。

  

　x＋a＞b
　 左辺 右辺

両辺

●不等式…数量の間の関係を，不等号（＜，＞，≦，≧）を使って表した式を不等式という。
● aは bより大きい……a＞b （ bはふくまない） aは bより小さい（ aは b未満）……a＜b （ bはふくまない）
　 aは b以上……a≧b （ bをふくむ） aは b以下……a≦b （ bをふくむ）
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1 〈文字式の利用〉　次の問いに答えなさい。
□⑴　マッチ棒を使って，右の図のような，正六角形をつくり，横

1列に並べていった。正六角形がn個並んだとき，使ったマッ
チ棒の本数を，nを使った式で表せ。

　　　

□⑵　右の図のように， 1辺 1 cm の正方形を並
べて，1番目，2番目，3番目，4番目，……
と図形をつくっていく。このとき，n番目の
図形の周の長さを，nを使った式で表せ。

　　

2 〈等式の表し方〉　次の数量の関係を等式で表しなさい。
□⑴　 aに10を加えた数は， bの 2倍に等しい。

□⑵　 x枚の色紙を a人の子どもに， 1人 3枚ずつ配ったところ， b枚余った。

□⑶　3000円で 1個 x円のりんごを20個買おうとしたら， y円たりなかった。

□⑷　200 km の道のりを時速 x km で走ったら y時間かかった。

□⑸　50 km の道のりを時速 a km の自転車で 2時間走ったら，残りの道のりは b km であった。

3 〈不等号を使った式の表し方〉　次の数量の関係を不等式で表しなさい。
□⑴　 aを bでわった商は， c以下である。

 

□⑵　 pの 3倍と qの 5倍との和は，50 より大きい。

 

□⑶　クラスの人数 a人のうち，65％が男子のとき，男子の人数は30人以上である。
　　　

□⑷　定価 x円の品物を 3割値引きすると，500円未満となる。
　　　

1番目 2番目 3番目 4番目
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1 右の図のように， 1辺 1 cm の正方形のタ
イルを並べて， 1番目， 2番目， 3番目，
……と図形をつくっていく。図の太線は，図
形の周を表している。n番目の図形の周の長
さを，nを使った式で表しなさい。

　　　

2 右の図のように，ある月のカレンダーを使って， 3つの数を  で囲

むことにする。 3つの数のうち最も小さい数をnとするとき， 3つの数の
和をnの式で表しなさい。
　　

 

3 次の数量の関係を等式で表しなさい。
□⑴　定価 a円の品物を， 2割引きで10個買ったら，代金は b円であった。
　　　

□⑵　生徒 x人に紙を配るのに， 1人に15枚ずつ配ると76枚たりないが，10枚ずつにすると134枚余る。
　　　

□⑶　 x％の食塩水 200 g  に水を 100 g  混ぜたら， a％の食塩水になった。
　　　

4 次の数量の関係を不等式で表しなさい。
□⑴　ある生徒の 3回のテストの得点は a点， b点， c点で， 3回の得点の平均は，70点より高い。
　　　

□⑵　原価 x円の品物に，原価の20％の利益を見込んでつけた定価は，1000円より安い。
　　　

□⑶　6  km の道のりを行くのに，はじめの 2 km を時速 a km で歩き，残りの道のりを時速 b km で歩いたところ，
かかった時間は 1時間以下であった。

□ 1番目 2番目 3番目 4番目 ……

……

□
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31
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